
愛媛県がん対策推進計画中間評価（案）の概要 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Ⅰ 科学的根拠に基づくがんの予防・がん検診の充実 
 【指標の状況から判明した顕著な課題】 
  ・全国と比較して肝がんや乳がん、子宮がんなどの死亡率が顕著に高い 
  ・がん検診の受診率は全国平均を下回っている状況 
  ・新型コロナウイルス感染拡大による検診控え、受診控えの影響が出ている 
 【今後の取組みに対する委員からの意見】 
  ・がん登録情報をはじめとする実態データを活⽤して県⺠への注意喚起や本県独

自の課題の抽出に取り組むことを検討されたい。 
  ・検診受診の啓発に「がん対策推進員」を有効活⽤するなど、検診受診率の向上

や死亡率の低減を図るための取組みの強化が必要 
 
Ⅱ 患者本位の安全・安心で質の高いがん医療の提供 
 【指標の状況から判明した顕著な課題】 
  ・セカンドオピニオンに関する話しを受けた患者が少なく、医療者間での情報共

有や患者が相談しやすい体制作りに大きな課題がある 
  ・患者の２割が専門的な医療を受けられたと感じていない（希少がんについては

４割がそう感じていない） 
 【今後の取組みに対する委員からの意見】 
  ・患者やその家族が納得して治療を受けられたと感じられるよう、医療機関や医

療スタッフ間での更なる連携強化、情報共有が必要 
  ・専門的な人材の確保・育成・配置に更に注力されたい 
 
Ⅲ がんになってもお互いに支え合い、安心して暮らせる地域社会の実現 
 【指標の状況から判明した顕著な課題】 
  ・依然として、患者やその家族に対して十分に情報が届いているとは言えない 
  ・がん患者の就労や小児・ＡＹＡ世代など特有の課題を抱えている世代への支援

やサポート体制が不十分である 
 【今後の取組みに対する委員からの意見】 
  ・がん相談支援センターを核に、医療関係機関や行政、患者団体等がそれぞれの

立場で情報の共有や周知の強化を図ることが必要 
  ・相談支援や啓発に携わる人材育成にも取り組んでいくことが必要 
 
複数の分野に関係する意見 
 【今後の取組みに対する委員からの意見】 
  ・次期計画の目標や指標の設定にあたって、各分野の主要な取組みの内容や成果

を検証、評価するためのエビデンスについて改めて関係者間で御議論いただき
たい。 

○全体目標 
 Ⅰ 科学的根拠に基づくがんの予防・がん検診の充実 
 Ⅱ 患者本位の安全・安心で質の高いがん医療の提供 
 Ⅲ がんになってもお互いに支え合い、安心して暮らせる地域社会の実現 
○数値目標 
 75 歳未満年齢調整死亡率 基準値 79.9（H28）→73.6（R 元） 目標値 67.9（R4） 


